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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成24年2月2日(2012.2.2)

【公開番号】特開2010-156851(P2010-156851A)
【公開日】平成22年7月15日(2010.7.15)
【年通号数】公開・登録公報2010-028
【出願番号】特願2008-335228(P2008-335228)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ   7/28     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   7/36     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  13/36     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/232    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ   7/11    　　　Ｎ
   Ｇ０２Ｂ   7/11    　　　Ｄ
   Ｇ０３Ｂ   3/00    　　　Ａ
   Ｈ０４Ｎ   5/232   　　　Ｈ

【手続補正書】
【提出日】平成23年12月9日(2011.12.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体を撮影して画像信号を出力する撮像手段と、
　前記撮像手段から得られる画像信号に基づいて撮影画面内の特定の被写体を検出する被
写体検出手段と、
　前記被写体検出手段により前記被写体が検出された場合に、前記被写体検出手段により
検出された前記被写体の領域を焦点検出領域として設定し、前記被写体検出手段により前
記被写体が検出されなかった場合に、予め設定された所定領域を焦点検出領域として設定
する設定手段と、
　前記設定手段により設定された前記焦点検出領域の画像信号から、焦点信号を生成する
生成手段と、
　前記生成手段により生成された前記焦点信号に基づいて焦点調節部材を移動して焦点調
節制御を行う焦点調節手段とを有し、
　前記焦点調節手段は、前記被写体検出手段により前記被写体が検出された状態から、検
出されない状態に遷移した場合に、前記所定領域の合焦度が予め設定された閾値よりも高
ければ、前記被写体が検出されなくなってから予め設定された時間、前記焦点調節部材を
駆動しないように制御することを特徴とする焦点調節装置。
【請求項２】
　被写体を撮影して画像信号を出力する撮像手段と、
　前記撮像手段から得られる画像信号に基づいて撮影画面内の特定の被写体を検出する被
写体検出手段と、
　前記被写体検出手段により前記被写体が検出された場合に、前記被写体検出手段により
検出された前記被写体の領域を焦点検出領域として設定し、前記被写体検出手段により前
記被写体が検出されなかった場合に、予め設定された所定領域を焦点検出領域として設定
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する設定手段と、
　前記設定手段により設定された前記焦点検出領域の画像信号から、焦点信号を生成する
生成手段と、
　前記生成手段により生成された前記焦点信号に基づいて焦点調節部材を移動して焦点調
節制御を行う焦点調節手段とを有し、
　前記焦点調節手段は、前記被写体検出手段により前記被写体が検出された状態から、検
出されない状態に遷移した場合に、前記所定領域の合焦度が予め設定された閾値よりも高
ければ、前記被写体が検出されなくなってから予め設定された時間、前記所定領域の合焦
度が前記閾値以下の場合に比べて、前記焦点調節部材の駆動量及び駆動速度の少なくとも
一方を小さくするように制御することを特徴とする焦点調節装置。
【請求項３】
　前記焦点調節手段は、前記被写体検出手段により被写体が検出された状態から、検出さ
れない状態に遷移した場合に、前記所定領域の合焦度が高いほど、前記焦点調節部材の移
動量がより小さくなるように制御することを特徴とする請求項２に記載の焦点調節装置。
【請求項４】
　前記焦点調節手段は、前記被写体検出手段により被写体が検出された状態から、検出さ
れない状態に遷移した場合に、前記所定領域の合焦度が高いほど、前記焦点調節部材の駆
動速度がより遅くなるように制御することを特徴とする請求項２または３に記載の焦点調
節装置。
【請求項５】
　撮影手段が、被写体を撮影して画像信号を出力する撮像工程と、
　被写体検出手段が、前記撮像工程で得られる画像信号に基づいて撮影画面内の特定の被
写体を検出する被写体検出工程と、
　設定手段が、前記被写体検出工程により前記被写体が検出された場合に、前記被写体検
出工程により検出された前記被写体の領域を焦点検出領域として設定し、前記被写体検出
工程により前記被写体が検出されなかった場合に、予め設定された所定領域を焦点検出領
域として設定する設定工程と、
　生成手段が、前記設定工程により設定された前記焦点検出領域の画像信号から、焦点信
号を生成する生成工程と、
　焦点調節手段が、前記生成工程により生成された前記焦点信号に基づいて焦点調節部材
を移動して焦点調節制御を行う焦点調節工程とを有し、
　前記焦点調節工程では、前記被写体検出工程により前記被写体が検出された状態から、
検出されない状態に遷移した場合に、前記所定領域の合焦度が予め設定された閾値よりも
高ければ、前記被写体が検出されなくなってから予め設定された時間、前記焦点調節部材
を駆動しないように制御することを特徴とする焦点調節方法。
【請求項６】
　撮影手段が、被写体を撮影して画像信号を出力する撮像工程と、
　被写体検出手段が、前記撮像工程で得られる画像信号に基づいて撮影画面内の特定の被
写体を検出する被写体検出工程と、
　設定手段が、前記被写体検出工程により前記被写体が検出された場合に、前記被写体検
出工程により検出された前記被写体の領域を焦点検出領域として設定し、前記被写体検出
工程により前記被写体が検出されなかった場合に、予め設定された所定領域を焦点検出領
域として設定する設定工程と、
　生成手段が、前記設定工程により設定された前記焦点検出領域の画像信号から、焦点信
号を生成する生成工程と、
　焦点調節手段が、前記生成工程により生成された前記焦点信号に基づいて焦点調節部材
を移動して焦点調節制御を行う焦点調節工程とを有し、
　前記焦点調節工程では、前記被写体検出工程により前記被写体が検出された状態から、
検出されない状態に遷移した場合に、前記所定領域の合焦度が予め設定された閾値よりも
高ければ、前記被写体が検出されなくなってから予め設定された時間、前記所定領域の合
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焦度が前記閾値以下の場合に比べて、前記焦点調節部材の駆動量及び駆動速度の少なくと
も一方を小さくするように制御することを特徴とする焦点調節方法。
【請求項７】
　コンピュータに、請求項５または６に記載の焦点調節方法の各工程を実行させるための
プログラム。
【請求項８】
　請求項７に記載のプログラムを格納したことを特徴とするコンピュータが読み取り可能
な記憶媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　上記目的を達成するために、本発明の焦点調節装置は、被写体を撮影して画像信号を出
力する撮像手段と、前記撮像手段から得られる画像信号に基づいて撮影画面内の特定の被
写体を検出する被写体検出手段と、前記被写体検出手段により前記被写体が検出された場
合に、前記被写体検出手段により検出された前記被写体の領域を焦点検出領域として設定
し、前記被写体検出手段により前記被写体が検出されなかった場合に、予め設定された所
定領域を焦点検出領域として設定する設定手段と、前記設定手段により設定された前記焦
点検出領域の画像信号から、焦点信号を生成する生成手段と、前記生成手段により生成さ
れた前記焦点信号に基づいて焦点調節部材を移動して焦点調節制御を行う焦点調節手段と
を有し、前記焦点調節手段は、前記被写体検出手段により前記被写体が検出された状態か
ら、検出されない状態に遷移した場合に、前記所定領域の合焦度が予め設定された閾値よ
りも高ければ、前記被写体が検出されなくなってから予め設定された時間、前記焦点調節
部材を駆動しないように制御する。
　また、別の構成によれば、本発明の焦点調節装置は、被写体を撮影して画像信号を出力
する撮像手段と、前記撮像手段から得られる画像信号に基づいて撮影画面内の特定の被写
体を検出する被写体検出手段と、前記被写体検出手段により前記被写体が検出された場合
に、前記被写体検出手段により検出された前記被写体の領域を焦点検出領域として設定し
、前記被写体検出手段により前記被写体が検出されなかった場合に、予め設定された所定
領域を焦点検出領域として設定する設定手段と、前記設定手段により設定された前記焦点
検出領域の画像信号から、焦点信号を生成する生成手段と、前記生成手段により生成され
た前記焦点信号に基づいて焦点調節部材を移動して焦点調節制御を行う焦点調節手段とを
有し、前記焦点調節手段は、前記被写体検出手段により前記被写体が検出された状態から
、検出されない状態に遷移した場合に、前記所定領域の合焦度が予め設定された閾値より
も高ければ、前記被写体が検出されなくなってから予め設定された時間、前記所定領域の
合焦度が前記閾値以下の場合に比べて、前記焦点調節部材の駆動量及び駆動速度の少なく
とも一方を小さくするように制御する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　また、本発明の焦点調節方法は、撮影手段が、被写体を撮影して画像信号を出力する撮
像工程と、被写体検出手段が、前記撮像工程で得られる画像信号に基づいて撮影画面内の
特定の被写体を検出する被写体検出工程と、設定手段が、前記被写体検出工程により前記
被写体が検出された場合に、前記被写体検出工程により検出された前記被写体の領域を焦
点検出領域として設定し、前記被写体検出工程により前記被写体が検出されなかった場合
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に、予め設定された所定領域を焦点検出領域として設定する設定工程と、生成手段が、前
記設定工程により設定された前記焦点検出領域の画像信号から、焦点信号を生成する生成
工程と、焦点調節手段が、前記生成工程により生成された前記焦点信号に基づいて焦点調
節部材を移動して焦点調節制御を行う焦点調節工程とを有し、前記焦点調節工程では、前
記被写体検出工程により前記被写体が検出された状態から、検出されない状態に遷移した
場合に、前記所定領域の合焦度が予め設定された閾値よりも高ければ、前記被写体が検出
されなくなってから予め設定された時間、前記焦点調節部材を駆動しないように制御する
。
　また、別の構成によれば、本発明の焦点調節方法は、撮影手段が、被写体を撮影して画
像信号を出力する撮像工程と、被写体検出手段が、前記撮像工程で得られる画像信号に基
づいて撮影画面内の特定の被写体を検出する被写体検出工程と、設定手段が、前記被写体
検出工程により前記被写体が検出された場合に、前記被写体検出工程により検出された前
記被写体の領域を焦点検出領域として設定し、前記被写体検出工程により前記被写体が検
出されなかった場合に、予め設定された所定領域を焦点検出領域として設定する設定工程
と、生成手段が、前記設定工程により設定された前記焦点検出領域の画像信号から、焦点
信号を生成する生成工程と、焦点調節手段が、前記生成工程により生成された前記焦点信
号に基づいて焦点調節部材を移動して焦点調節制御を行う焦点調節工程とを有し、前記焦
点調節工程では、前記被写体検出工程により前記被写体が検出された状態から、検出され
ない状態に遷移した場合に、前記所定領域の合焦度が予め設定された閾値よりも高ければ
、前記被写体が検出されなくなってから予め設定された時間、前記所定領域の合焦度が前
記閾値以下の場合に比べて、前記焦点調節部材の駆動量及び駆動速度の少なくとも一方を
小さくするように制御する。
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